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養老川の浸水想定区域図について養老川の浸水想定区域図について

【【平成平成88年年99月月 台風台風1717号の洪水状況号の洪水状況】】

資料５

浸水想定区域浸水想定区域図の背景図の背景
○○養老川の治水整備事業は進めているが、ハード対策には養老川の治水整備事業は進めているが、ハード対策には
多大な費用・時間が必要であり、なかなか進まないのが現状多大な費用・時間が必要であり、なかなか進まないのが現状

○一方、最近では○一方、最近では、、地球温暖化等が要因と思われる気象現象地球温暖化等が要因と思われる気象現象
の変化により、局地的な集中豪雨も発生しており、洪水のの変化により、局地的な集中豪雨も発生しており、洪水の
危険性が高まっている危険性が高まっている

○又、都市化の進展に伴う人口、資産の集積により、一度氾濫○又、都市化の進展に伴う人口、資産の集積により、一度氾濫
が発生したときは被害が甚大となることが予測されるが発生したときは被害が甚大となることが予測される

このような背景の中で、平成このような背景の中で、平成1717年年77月に改正水防法が施行月に改正水防法が施行

→千葉県知事は、養老川を「水位情報周知河川」に指定し、→千葉県知事は、養老川を「水位情報周知河川」に指定し、
ソフト面の治水対策をより充実するものとするため、浸水ソフト面の治水対策をより充実するものとするため、浸水
想定区域図を作成し、指定・公表を行うこととなった想定区域図を作成し、指定・公表を行うこととなった
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浸水想定区域浸水想定区域図の目的図の目的

○○洪水洪水により、養老川の堤防が決壊した場合ににより、養老川の堤防が決壊した場合に、、
予想される浸水区域、浸水深を事前に公表する。予想される浸水区域、浸水深を事前に公表する。

これにより、円滑かつ迅速な避難の確保を図りこれにより、円滑かつ迅速な避難の確保を図り
洪水被害の軽減に資する。洪水被害の軽減に資する。

【【目的目的】】
・危険性を知る・・・水害で、どこの地域が、どの程度の浸水・危険性を知る・・・水害で、どこの地域が、どの程度の浸水

被害を生じるかを知る被害を生じるかを知る

・避難に役立てる・・・水害への関心を高め、水害の恐れが・避難に役立てる・・・水害への関心を高め、水害の恐れが
ある時や水害時の避難に役立てる。ある時や水害時の避難に役立てる。

・生活の工夫・・・水害に強い生活への工夫に役立てる・生活の工夫・・・水害に強い生活への工夫に役立てる

【縦断方向の検討区域】

河口～高滝ダムまで
（L=32km）

【横断方向の検討区域】

○西広堰上流

→山裾まで

○西広堰下流

→左岸側：今津川

右岸側：若宮都市下水路

1号幹線

検討検討対象対象氾濫区域氾濫区域

高滝ダム

：検討対象氾濫区域

：浸水実績

（S45，H元，H8包括）

若宮都市下水路

今津川
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検討対象降雨・流量検討対象降雨・流量

1/100年確率の流量 1,800(m3/s) 平成８年９月洪水流量 1,070(m3/s)

検討対象降雨は、養老川の河川整備基本方針（案）における基本高水（洪水
防御に関する計画の基本となる洪水）を定める際に基本となる降雨とした。

概ね100年に1度起こる大雨（368mm/24時間）とし、流量は既往最大規模の
出水であった、平成8年9月洪水の約1.7倍の流量を想定した。

浸水想定区域図の作成浸水想定区域図の作成
破堤を想定した地点ごとに氾濫シミュレーション計算を実施

全ての浸水区域を重ね合わせ、各浸水区域の最大浸水深を表示
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浸水想定区域図浸水想定区域図（案）（案）

高滝ダム

金杉川

国道16号

養老大橋

前川

【浸水想定区域】

○下流：国道１６号まで
上流：高滝ダムまで

養老大橋～高滝ダム
（約Ｌ＝３０ｋｍ）

○下流部
左岸側：前川まで
右岸側：金杉川まで

浸水想定区域図浸水想定区域図（案）（案）
【考察】

○下流部（養老大橋から西広堰まで）

・氾濫水が広く拡散し、左岸側は前川、
右岸側は金杉川の辺りまで拡散する。
・浸水区域は広く、浸水深は概ね２ｍ
未満となる．

○中流部（西広堰から二瀬橋まで）

・氾濫水が山裾までの狭い範囲に貯留
する。
・浸水区域は狭いが、浸水深は大きく
なり、概ね２ｍを超える。

○上流部（二瀬橋から高滝ダムまで）

・氾濫水が養老川沿いの地盤高の低い
箇所を越流する。
・浸水区域は狭く、浸水深は概ね２ｍ
未満となる。 高滝ダム

金杉川

国道16号

養老大橋

前川
西広堰

二瀬橋




